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「はもりあ」とは造語で、女性と男性の協

働という素敵な“ハーモニー”が奏でられる

“中核エリア”という意味です。 

２00６年 10 月に公募で決定した男女共同

参画センターの愛称です。 

平成２０年７月に第１号を発行したはもりあも、今月で第１００号となりました。バックナンバーを読み返
してみて、当時は B４版であったこととか、「キーワード」が当初から掲載されていたことなど、新しい発見
がありました。男女共同参画に関して、皆さんと一緒に考えたい話題や、国や市の動き、はもりあの事業、新
しい情報など、職員一同リサーチに努め、紙面を作ってきました。これからも、読みやすく充実した情報紙と
なるよう一層努力していきますので、末永くご愛読いただければと思っています (*^。^*) 

国連は、「女性に対する暴力撤廃の国際デー」（１１月 25 日）を含む週に、
暴力撤廃の意識を高めるための活動を行うよう促しており、日本は、11 月
12 日～25 日を「女性に対する暴力をなくす運動」期間として、様々な運
動（パープルリボンプロジェクト等）を行っています。 
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◆ＤＶ防止講演会 演題「男性から見たＤＶ」 
日 時：１１月１６日（水） 

13:30～15:30（開場 13:00） 
場 所：四日市市総合会館 ８階 第４会議室 
講 師：中村 彰さん ＮＰＯ法人ＳＥＡＮ理事 
定 員：７０人 
参加費：無料 
託 児：無料（6 カ月～未就学児まで） 
    託児は、11月１日（火）までに要申し込み 
※お問合せ・お申し込みは、はもりあ四日市まで 

 
◆配偶者からの暴力防止街頭啓発活動 
日 時：１１月２２日（火）1０:０0 頃 

場 所：イオンモール四日市北 

※啓発グッズをお配りします。 
 

女性に対する暴力の根絶をめざす取組みのシンボルは「パープルリボン」で、リボンを飾ることで、

家庭や学校・地域など社会全体に、暴力防止への深い理解と関心が広がるとともに、被害にあってい

る人に「あなたはひとりではない」というメッセージが届くようにとの願いが込められています。 

運動期間中に行われる、パープルリボンを使った掲示や展示、パープル（紫色）のライトアップ（ス

カイツリーや東京タワーのライトアップは有名です）等を、パープルリボンプロジェクトと言います。

はもりあ四日市でも、パープルリボンプロジェクトに賛同し、掲示や講演会等を行います。 

 女性に対する暴力の中でも、大きな社会問題となっているのが、配偶者

（パートナー）からの暴力、いわゆるＤＶです。また、児童虐待防止法で、

子どもの目の前で両親間の暴力を見せることは子どもへの虐待（面前ＤＶ）

になるとしており、同時に暴力を許容し、親から子へ連鎖する要因にもな

ります。ＤＶは、人の尊厳を傷つける行為であり、人権侵害です。大切な

命を守り、暴力の連鎖を切るためにも、社会で見守ることが必要です。四

日市市では、あらゆる暴力を許さない社会づくりに向けて、取り組んでい

ます。 



 

【日 時】  平成２９年２月４日（土）10：00～1５：00  【会場】 本町プラザ １階ホール   

【対 象】  市内在住・通勤・通学の、起業を考えている女性。初めての方優先 

【内 容】  「はもりあフェスタ」（平成２９年２月３日～５日）開催中に行う、手作り品（パッチワーク、 

       アクセサリーなど）の販売、ネイルアート・マッサージなどの提供 

【申込方法】 １１月２５日（金）までに、所定の申込用紙を利用し、E メールまたは FAX で、お申込み 

       ください。 

※募集数は３０組程度、応募多数の場合は抽選。 ※フリーマーケットではありません。 

※申込用紙は、はもりあ四日市、各地区市民センター、または、はもりあ四日市ホームページから 

 入手できます。（ホームページアドレスは、最終ページ下段をご覧ください。） 

※出店の可否は、１２月２日（金）までに連絡します。※託児あります。（有料、６カ月～小学３年生程度） 

※出店者は、１２月１０日（土）実施の「プチ起業入門講座」及びチャレンジショップ説明会にご参加いた 

 だく必要があります。（代理出席可能） 

 好きなことを仕事にするための第一歩として、先輩起業家の事例や人気商品の作り方、そして起業

に必要な７つのポイントを、数々の「プチ起業」を手掛けてきた講師から学びます。 
【日 時】  平成２８年１２月１０日(土)1３:３0～1５:０0 

【対 象】  市内在住、通勤、または通学し、起業を考えている女性 

【会 場】  本町プラザ １階ホール 

【講 師】  斎藤 あや子さん（株式会社ママジョブ代表取締役、 

                一般社団法人日本マザーズ起業振興協会理事長） 

【定 員】  ６０人（定員になり次第締切） 【料金】 無料 

【申込方法】 １１月２日（水）9 時から受付開始。 

       住所、名前、電話番号、講座名、託児の有無（託児希望の場合は、預ける子の名前と年齢）を、 

       電話・ＦＡＸ・メールで、はもりあ四日市へお申し込みください。 

【そ の 他】 託児あり、6 カ月～小学 3 年生程度（無料、12/２（金）１７時までに要申込み） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 
 
日 時  １2 月 17 日（土）９：３０～１３：００ 

   内 容  チキン南蛮、ポテトサラダで作るクリスマスツリー他 
調理実習の前には男女共同参画について、ちょこっと学びます。 

     場 所  本町プラザ３Ｆはもりあ調理室 
     対 象  市内在住の小学 1 年生から６年生までのお子さんとお父さん    
     定 員  ８組（応募多数の場合は抽選）  
      持ち物  エプロン、三角巾、ハンカチ、上履き(スリッパはありますが大人用サイズ) 
     参加費  父子 1 組(父 1 人、子ども 1 人)6００円、子ども 1 人追加につき 
            ＋３００円(当日お持ちください)  
      講 師  パパスマイル四日市のみなさん 
      その他  材料に小麦粉、卵を使用します。(アレルギー対応はしていません) 

 

 

 

 

  

★託児：あり(無料、生後６カ月から小学校３年生程度、要申込み) 
★申込方法：往復ハガキで講座名・住所・電話番号・子どもの名前・学年・一緒に参加するお父さんの名

前、託児希望の場合は、預ける子の名前と年齢を、記入のうえお申し込みください。     
★申込み先：〒510-0093  四日市市本町９－８ 「はもりあ四日市」 まで    
★問合せ先：「はもりあ四日市」TEL ３５４－８３３１・FAX ３５４－８３３９ 

✉kyoudousankaku@city.yokkaichi.mie.jp 

 

 

11/26(土) 
締切り 必着 



 
 

 

 

女性のための電話相談は、 
昼休みの時間も 

ご利用いただけます。 
火曜日から土曜日  

9：00～16：00 

（祝日、年末年始は休み） 

（お一人 30分程度） 

相談電話 ０５９-３５４-８３３５ 
 
より多くの女性たちに相談の機会を提供したい・・・ 

という思いで、週１回夜間の電話相談をしています。 

電話相談の後、必要に応じて、 

面接相談におつなぎします。 

 

 

 

★ 市内に在住、または通勤、通学する女性が対象です。 

☆ 相談内容は、何でもかまいません。  

★ 匿名でお受けします。 

☆ 相談は無料です。  ★ 秘密は厳守します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性相談員による男性のための電話相談 
相談電話０５９-３５４-１０７０ 

11月26日・12月24日・平成29年1月28日（各土曜日） 

平成29年2月24日・3月24日（各金曜日） 

時間 13：00～１5：00 

★男性からの相談を、男性の相談員がお聴きします。 
（お一人３０分程度） 

 

 

  

 今年の４月１日に、「女性の職業生活における活躍

の推進に関する法律」が完全施行されたことにより、

国、地方公共団体及び民間企業等（以下「事業主」）

に女性の職業選択に資する情報の公表等が義務付け

られました。それに伴い、内閣府男女共同参画局では、

『女性活躍推進法「見える化」サイト』で、国、地方

公共団体の情報を、また、厚生労働省では、『女性の

活躍推進企業データベース』で、民間企業等の情報を

公表しています。 

情報の公表は、事業主が女性の活躍に関する現状を

定期的に公表することで、就職活動中の学生等に職業

選択の際に活用してもらうことや、資本市場における

投資判断に利用されることなどが想定されています。

また、これらを通じ、女性が活躍している企業等であ

るほど優秀な人材が集まり、競争力が高まることにつ

ながると期待されています。 

情報公表の内容については、女性の採用・管理職割

合、育児休業取得率や超過勤務の状況など 13の項目

が対象とされていますが、1つ以上の項目の情報を公

表すればよいことになっているため、空欄が多いとこ

ろも中には見られます。公表される情報が充実するこ

とにより、今以上に使いやすくなると思われるので、

更なる公表を事業主に期待したいですね。 

今月のキーワード  
女性活躍推進法 

「見える化」サイト  
 
 
 
 
 
 
 

 この４月から、理想の体づくりと健康のためにトレ

ーニングジムに通っている私が、ふと気になったこと

があります。それは、機械を使ったトレーニングをす

る方はほとんど男性なのに対し、ダンスやヨガ等でト

レーニングを行う方はほとんど女性ということです。

正確に数えたことはありませんが、ジム内には女性・

男性が同人数いる印象があるにもかかわらず、前述し

たような違いがでています。 

 ジムに通う女性は、トレーニングで体を細くしたい

と考える方が比較的多いことに対し、ジムに通う男性

は、トレーニングで体を太く（大きく）したいと考え

る方が比較的多いことが影響しているのかな、と私は

考えます。 

 いずれにしても、適度な運動による健康的な体づく

りは、個性と能力を十分に発揮できる元気さの源にな

ります。皆さまも現代病（生活習慣病）に負けない元

気な体をつくり、適度な運動を行いましょう。 

【担当：運動した分食べるため、体型が変わらない Ｄ】 
 

男女 
共同 

ああいい  

 

このコーナーでは、はもりあ四日市のスタッフが、本を読んだ
り、映画を観たり、お話しを聞いたり、また、日々の生活の場面
で感じたことを綴っていきます。 もちろん、『男女共同参画』の
視点   を通してね。 

 



 

 

 

 

           

 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○●◎あとがき◎●○ 

こんにちは。松永です。 

秋を迎え、すっかり涼しくなり、そして夜は冷えこむようになりました。 

秋と言えば、私は「食欲の秋」という言葉を連想します。食べ過ぎないように気をつけます。 

みなさまは、「○○の秋」といえば何を連想されますか。 

皆様、お気づきでしょうか？今月「はもりあ」は 

100 号を迎えました。「はもりあ」は四日市市男女共同参画 

センターだよりとして、2008 年に第 1 号が発行されましたが、セン 

ターでは、20 年前の開館時より、いろいろな形で市民の皆様へ情報を 

お知らせしてきました。「よっかいち女性課・女性センター通信」に始 

まり、2006 年に女性センターから男女共同参画センターへと名称変更後、 

「はもりあ通信」として、そして現在は、四日市市男女共同参画センターだより 

「はもりあ」として毎月発行しています。その他、不定期発行でしたが、2003 年から四日市市女性 

センターだよりとして「Ｔｅｒｔｕｒｉａ」(てるとぅーりあ)も発行されていました。 

情報紙「はもりあ」は、センターで開催される事業や登録グループさんの活動情報、男女共同参画に関す

る様々な情報が満載です。四日市市男女共同センター「はもりあ四日市」、四日市市役所、各地区市民セン

ターなどに置いてありますので、ぜひ手にとってご覧ください。また、はもりあ四日市のホームページで

も「はもりあ第１号」からお読みいただけます。 

 

 はもりあ四日市は、四日市市において男女共同参画 

社会を実現するための拠点施設で、右図のような５つの 

機能を持っています。 

 このセンターには、一般に開放している「情報コー 

ナー」、「ミーティングフロア」、「こどものへや」、「広 

報制作室」があり、男女共同参画社会の実現に向けて 

協働している登録市民団体に、「会議室」や「企画室」、 

「こどものへや」、「調理室」（有料）をお貸しし、学習 

の機会や個人または団体相互の交流の場を提供すること 

で、活動を促進しています。 

 ご存知の方もそうでない方も、是非お越しいただき、 

性別に関わらず個人が十分に能力を発揮できる「男女 

共同参画社会」実現を目指して、一緒に取り組んでい 

きましょう！ 


